
武雄市公共施設等個別施設計画（スポーツ施設編）案に関するパブリックコメント（意見公募）の実施結果

件 ご　意　見 市の考え方

1

・体育館の空調の完備（熱中症対策）。

・柔道場の完備。

　体育館など各施設の整備機能については、今後、事業実施の際に利用者等の意見

を聴きながら快適な利用ができる施設を検討していきます。また、利用できる競技

やそれに伴う整備内容については、今後利用者等の意見を聴きながら検討していき

ます。

2

・空調設備。

・音響設備。

・移動式の鏡。

・床はやわらかい方がいい。

・駐車場は広く。

・ワークショップの開催で県外からの集客が見込めます。

　体育館をはじめ各施設の整備機能や利用方法などについては、今後、事業実施の

際に利用者等の意見を聴きながら快適な利用ができる施設を検討していきます。ま

た駐車場については各施設の利用者数に応じた広さを検討していきます。

3

・空調設備の充実。

・音響設備。

・移動式鏡があって欲しい。

・フィットネスができる柔らかい床がほしい。

・照明（パターン多め）の充実。

・駐車場を広くとってほしい。

・ワークショップの開催で県外からの集客がみこめる。

　体育館をはじめ各施設の整備機能や利用方法などについては、今後、事業実施の

際に利用者等の意見を聴きながら快適な利用ができる施設を検討していきます。ま

た駐車場については各施設の利用者数に応じた広さを検討していきます。

4

・床はやわらかく、足に負担なく動きたい。

・音響設備はいろいろよくしてほしい。

・移動式鏡（大きめ）の設置。

・空調設備（床がすべらない）の充実。

・駐車場は広くほしい。

・ワークショップの開催で県外からの集客がみこめる。

　体育館をはじめ各施設の整備機能や利用方法などについては、今後、事業実施の

際に利用者等の意見を聴きながら快適な利用ができる施設を検討していきます。ま

た駐車場については各施設の利用者数に応じた広さを検討していきます。



件 ご　意　見 市の考え方

5

・対象施設

　　山内中央公園テニスコート

・計画（案）に対するコメント

　　Ｐ6大会利用で1回となっているが一般公募のワイテックの大会が　4回/年、

　　陶器市時のソフト大会、中体連と最低でも年6回実施しているので再調査、

　　修正をしてください。

・コートの補修

　　全体交換は無理と思うので部分補修を行ってほしい。

　テニスコートの大会利用については、申請内容が100名以上の大規模な大会につ

いてを対象とし比較しています。また各施設の修繕については緊急度や利用度など

に応じ順次対応していきます。

6

・テニスコート①、②、③の張替をお願いします。

・イレギュラーが多くてボールがどこに飛ぶかわからず苦労しています。（山内中

央公園テニスコート）

　テニスコートなど各施設の修繕については緊急度や利用度などに応じ順次対応し

ていきます。

7
・山内コートの第２コートの砂が多いため整備して欲しい。第2コートのラインの引

き直しを行ってほしい。

　テニスコートなど各施設の修繕等については緊急度や利用度などに応じ順次対応

していきます。

8
・コートの芝生のやぶれ、メクレが多いので張り替えをしてほしい。 　テニスコートなど各施設の修繕等については緊急度や利用度などに応じ順次対応

していきます。

9
・山内中央公園テニス場の第1～第3コートの芝の張り替えをお願いします。 　テニスコートなど各施設の修繕等については緊急度や利用度などに応じ順次対応

していきます。

10

・1コートの補修をお願いします。

　コート内の砂がシートやぶれから入り盛りあがっているところがある。

・2コートは雨が降った後、水たまりができます。

・ベンチが老朽化しています。できれば新調していただきたい。

・コート整備のブラシも老朽化しています。

　テニスコートなど各施設の修繕等については緊急度や利用度などに応じ順次対応

していきます。また備品等についても緊急度に応じ順次対応していきます。



件 ご　意　見 市の考え方

11

・白岩競技場について

　老朽化による施設の補修とバリアフリー化で既存施設の延命というアプローチ

が、根本的にベクトルが違うと感じる。

　競技場としての機能を有していない現状を重視すべきで、周辺の伊万里市や鹿島

市の競技場をご覧になっていただきたい。

　今後数十年というスパンで「競技場」を冠する施設が、あの状況ではありえな

い。

　代替え施設も無く、毎日部活で利用する地元の中学・高校生の数や、毎週100名

の小学校が練習に励む、その延人数だけでも相当数に上ることが計上されているか

疑問。

　施設がその体をなしていなければ、施設で開催されるべき大会誘致も不可能。競

技場のトラックが校庭のような砂地では、たんなる空き地や広場レベルでしかな

い。雨天では使用できない競技場であるなら、スタンドも屋根も不要だし、電球が

切れたまま点灯しない照明灯も撤去すればランニングコストも削減できる。

　最善か無か？全面改築か手付かずのまま設備撤去で放置するか？

　選択肢はふたつ。

　施設の方向性を検討するにあたり現状を把握するためハード面の「性能度」とソ

フト面の「活用度」という形で判定しており、「老朽度」や「バリアフリー度」に

ついては広義ではハード面の性能度と整理しています。

　施設の規模や性能については他市との比較より、本市でどのようなものが必要か

考える必要があります。それぞれの整備計画を考える際に現状を把握し方向性を検

討していきます。


